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地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン!!」

総務省消防庁のホームページ
http://www.fdma.go.jp/

宮崎県防災・危機管理情報のホームページ
http://www.pref.miyazaki.lg.jp/kiki-kikikanri/
kurashi/bosai/bosai_kikikanri_joho.html

消防防災関連
情報！！

県では、消防庁の「平成28年度 女性や若者をはじめ
とした消防団加入促進支援事業」を活用して、女性や
若者をターゲットとした消防団加入促進のための映像
「消TUBE」を作成しています。
この映像は、県の情報を動画で発信する「宮崎県庁楠
並木ちゃんねる」や「You Tube」でもご覧いただけま
す。
現役消防団員も出演しますので、ぜひご覧ください。

「消TUBE」始動!!
女性編「マッチマンを起こせ！」

見てくれよ
な!

［特集1］消防ピンクの消防団訓練レポート第1弾!!

西米良村消防団
夏季訓練大会に潜入!!

消防団だより「DAN!!」は紙だけではない！ 
電子ブックはもちろん。 さらに読みやすくパワーアップ!!

過去のアーカイブも
WEB記事として閲覧可能です

検索消防DAN

紙＆電子版：消防団だより「
DAN!!」特集ページ

WEB記事へ!!

WEBやスマホでは縦スクロールの方が断然、読みやすい!

消防団だより「DAN!!」
特設サイトへ
スマホやタブレットはこちらから。

WEB版：消防団だより「DAN
!!」特集ページ

宮崎県には、14,688人（平成29年4月1日現在）
の消防団員が、それぞれの職業を持ちながら、
火災・地震・風水害から住民の生命と財産を守る
ためがんばっています。あなたも、消防団員と
して活動しませんか？詳しくは、お住まいの市
町村にお問い合わせください。

求ム、消防団員!

一人暮らしの高齢者宅を訪
問しての防火点検や子ども
を対象にした防災教室のほ
か、人工呼吸や応急手当の
普及指導など、細やかな視
点を活かしての防災啓発な
どを行っています。

女性の団員も増えています！
この5年間で

299名
平成25年

20％増!!20％増!!
消防団活動には
女性のチカラが欠かせません !

356名
平成29年



防災救急ヘリコプター

「あおぞら」
宮崎空港から県の最北端ま
で約30分で駆けつけること
ができる高い機動力を誇り、
山林火災や救急搬送、遭難
者救助などの際に大活躍！ 
今後も、消防団との連携訓
練に積極的に取り組みます。

防災ヘリとの連携訓練は、簡単にできること
ではありませんので、良い経験になりました。
実践的で勉強になりましたし、今後もこう
いった訓練をしていく必要があるなと課題も
見えましたね。ヘリに搭乗するのが初めてで
緊張していましたが、予想以上に乗り心地も
よく、快適でした(笑)
西米良村消防団 団長  中武 初夫さん

はじめて間近で見た「あおぞら」は大迫力
でした。回転翼の風圧がすごいので、訓練
の際は、キャップが飛ばされないように注
意が必要です。そして何より、村を自分た
ちで守るぞ! という団員さん達の熱い想いを
感じた訓練大会でした。西米良村消防団の
みなさん、ありがとうございました!　次は
あなたの町の消防団に出動するかも!?

西米良村消防団
夏季訓練大会に潜入!!

消防ピンク

［特集 1］

宮崎市消防団所属
宮崎大学学生消防隊隊員

9/2（土）に西米良村健康増進広場にて行われた夏季訓練大会の様子を消防ピンクが
お届けします。通常点検、機械器具点検のほか、山林火災を想定して、ジェットシュー
ターによる消火訓練や県の防災ヘリ「あおぞら」との連携訓練を行いました。

急げ急げ!!
急げ急げ!!

火勢がなか
なか

おさまりま
せん！火勢がなか
なか

おさまりま
せん！

なんと宮崎空港から
西米良村まで約13分!!

消防団に給水要請!!

給水開始
!!

給水開始
!!

万歳!! 万歳!!

バシャッ
－!!

バシャッ
－!!

通常点検

防災ヘリ到着

団長が航空隊員に現状を報告するとともに
ヘリに同乗し、上空から現地を確認します。

可搬水槽への給水

機械器具点検

ジェットシューターの水のうに給水

災害対策本部

ほぉ～

ミキサー車
到着!!ミキサー車から可搬水槽に給水。水槽から「あおぞら」まで、

消防団員がホースをつなぎます。

「あおぞら」のタンクにホースを使って給水。最大1,400Lの
水を積載できます。

無事に
鎮火!!

よしっ
!撤収

緊張感のある訓練に
なったと思います。
お疲れさまでした。

給水を終えた「あお
ぞら」は再び現地へ
駆けつけて散水

はじめて間近で見た「あおぞら」は大迫力
でした。回転翼の風圧がすごいので、訓練
の際は、キャップが飛ばされないように注

万歳!!

散水だ
!!

消すぞ
-!!

お
疲
れ
様

　
　
　
　
で
し
た
！

3

火災発生
現地確認
せよ!!

結構な
勢いだ～！

広範囲に
広がっている
防災ヘリの
出動要請だ!!

山林火災消火訓練
スタートです

2

ここには15リットルの
水が入るんですよ。

只今より

訓練を行う

了解し
ました

!!
了解し

ました
!!

私が潜入します!

村長・副村長による通常点
検、機械器具点検が行われ
ました。こちらまで緊張感
が伝わってきます。



防災救急ヘリコプター

「あおぞら」
宮崎空港から県の最北端ま
で約30分で駆けつけること
ができる高い機動力を誇り、
山林火災や救急搬送、遭難
者救助などの際に大活躍！ 
今後も、消防団との連携訓
練に積極的に取り組みます。

防災ヘリとの連携訓練は、簡単にできること
ではありませんので、良い経験になりました。
実践的で勉強になりましたし、今後もこう
いった訓練をしていく必要があるなと課題も
見えましたね。ヘリに搭乗するのが初めてで
緊張していましたが、予想以上に乗り心地も
よく、快適でした(笑)
西米良村消防団 団長  中武 初夫さん

はじめて間近で見た「あおぞら」は大迫力
でした。回転翼の風圧がすごいので、訓練
の際は、キャップが飛ばされないように注
意が必要です。そして何より、村を自分た
ちで守るぞ! という団員さん達の熱い想いを
感じた訓練大会でした。西米良村消防団の
みなさん、ありがとうございました!　次は
あなたの町の消防団に出動するかも!?

西米良村消防団
夏季訓練大会に潜入!!

消防ピンク

［特集 1］

宮崎市消防団所属
宮崎大学学生消防隊隊員

9/2（土）に西米良村健康増進広場にて行われた夏季訓練大会の様子を消防ピンクが
お届けします。通常点検、機械器具点検のほか、山林火災を想定して、ジェットシュー
ターによる消火訓練や県の防災ヘリ「あおぞら」との連携訓練を行いました。

急げ急げ!!
急げ急げ!!

火勢がなか
なか

おさまりま
せん！火勢がなか
なか

おさまりま
せん！

なんと宮崎空港から
西米良村まで約13分!!

消防団に給水要請!!

給水開始
!!

給水開始
!!

万歳!! 万歳!!

バシャッ
－!!

バシャッ
－!!

通常点検

防災ヘリ到着

団長が航空隊員に現状を報告するとともに
ヘリに同乗し、上空から現地を確認します。

可搬水槽への給水

機械器具点検

ジェットシューターの水のうに給水

災害対策本部

ほぉ～

ミキサー車
到着!!ミキサー車から可搬水槽に給水。水槽から「あおぞら」まで、

消防団員がホースをつなぎます。

「あおぞら」のタンクにホースを使って給水。最大1,400Lの
水を積載できます。

無事に
鎮火!!

よしっ
!撤収

緊張感のある訓練に
なったと思います。
お疲れさまでした。

給水を終えた「あお
ぞら」は再び現地へ
駆けつけて散水

はじめて間近で見た「あおぞら」は大迫力
でした。回転翼の風圧がすごいので、訓練
の際は、キャップが飛ばされないように注

万歳!!

散水だ
!!

消すぞ
-!!

お
疲
れ
様

　
　
　
　
で
し
た
！

3

火災発生
現地確認
せよ!!

結構な
勢いだ～！

広範囲に
広がっている
防災ヘリの
出動要請だ!!

山林火災消火訓練
スタートです

2

ここには15リットルの
水が入るんですよ。

只今より

訓練を行う

了解し
ました

!!
了解し

ました
!!

私が潜入します!

村長・副村長による通常点
検、機械器具点検が行われ
ました。こちらまで緊張感
が伝わってきます。



5 4

ま
ず
は
、
水
上
バ
イ
ク
隊
が
発
足

し
た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

き
っ
か
け
は
、
平
成
17
年
に
発

生
し
た
台
風
14
号
に
よ
る
豪
雨
災

害
で
す
。
あ
の
と
き
は
、
宮
崎
市

小
松
地
区
一
帯
が
浸
水
し
た
の
で

す
が
、
救
助
活
動
を
行
う
の
に

ボ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い
だ

ろ
う
か
と
、
消
防
局
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

　

あ
い
に
く
ボ
ー
ト
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
水
上
バ
イ
ク
な
ら
す

ぐ
に
準
備
が
で
き
た
の
で
、
仲
間

達
と
４
台
で
現
地
に
向
か
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
手
分

け
し
て
、
家
に
取
り

残
さ
れ
た
住
民
な
ど

約
90
名
を
救
助
し
た

ん
で
す
。

　

そ
の
翌
年
に
、
水
上
バ
イ
ク
隊

を
作
っ
て
く
れ
な
い
か
と
の
要
請

が
あ
り
、
二
つ
返
事
で
引
き
受
け

ま
し
た
。

現
在
は
何
名
の
方
が
活
動
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
？

　

現
在
14
名
が
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
み
ん
な
水
上
バ
イ
ク
の
ベ
テ

ラ
ン
ば
か
り
な
の
で
、
か
な
り
の

腕
前
で
す
よ
。

　

毎
月
一
度
は
集
ま
っ
て
、
水
難

救
助
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

沿
岸
や
河
川
で
の
救
助
活
動
や

行
方
不
明
者
捜
索
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
「
サ
ー
フ
ァ
ー
が
流
さ
れ
て
い

る
」
と
の
通
報
を
受
け
て
、
宮
崎

市
消
防
局
救
助
隊
と
合
同
で
捜

索
・
救
助
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
に
衝
突
し
て

操
舵
不
能
に
な
っ
た
船
か
ら
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
上
に
避
難
し
て
い
た
男

性
を
救
助
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
５
年
間
で
、
16
回
、
延
べ

40
名
が
災
害
出
動
し
て
い
ま
す
。

水
上
バ
イ
ク
隊
な
ら
で
は
の
強
み

は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　

水
上
バ
イ
ク
は
、
ス
ロ
ー
プ
さ

え
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
下
ろ
す
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
膝
上
ま
で
水

深
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
行
け
ま

す
。そ
こ
が
何
よ
り
の
強
み
で
す
。

３
秒
あ
れ
ば
時
速
１
０
０
㎞
に
達

す
る
の
で
、
す
ぐ
に
現
場
へ
と
急

行
で
き
ま
す
し
ね
。

　

そ
れ
に
、
船
は
ひ
っ
く
り
返
っ

て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
に
も
な
り
ま

せ
ん
が
、
水
上
バ
イ
ク
の
場
合
、

ひ
っ
く
り
返
っ
て
も
起
こ
せ
ば
す

ぐ
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り
ま
す
。

最
近
の
水
上
バ
イ
ク
は
３
人
乗
り

で
安
定
感
も
あ
る
の
で
、
救
助
活

動
を
行
う
の
に
最
適
だ
と
思
い
ま

す
よ
。

水
上
バ
イ
ク
隊
の
み
な
さ
ん
が
い

る
こ
と
は
と
て
も
心
強
い
で
す

が
、
ま
ず
は
水
難
事
故
に
遭
わ
な

い
こ
と
が
大
事
。
そ
の
た
め
に
、

気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　

海
水
浴
で
も
釣
り
で
も
で
す

が
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用

し
て
い
れ
ば
安
心
で
す
ね
。
万
が

一
、溺
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、

何
も
せ
ず
に
じ
っ
と
浮
い
て
い
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
下
手
に
泳
ご

う
と
す
る
と
、
濡
れ
た
洋
服
な
ど

の
重
み
も
あ
っ
て
疲
れ
て
し
ま

い
、
沈
ん
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
ん
で
す
。

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

水
上
バ
イ
ク
隊
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
命
。
訓
練
を
重
ね
て
、
１
秒

で
も
早
く
要
救
助
者
の
も
と
に
駆

け
つ
け
て
、
１
人
で
も
多
く
の
人

命
救
助
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

発足当時から隊長を務
める尾崎正孝さん。宮
崎市で船舶や水上バイ
クなどの販売店を経営
しています。

救助活動の他、入院患者
のための食料や医療機
器、発電機などの物資輸
送にも携わりました。

水難救助
訓練に密着！

要救助者を確保して、水上バイクに連結し
たレスキューボードに収容。

要救助者が滑り落ちないよう、抱きかかえ
るようにして浜へ。

必要であれば心肺蘇生を行い、消防局救助
隊へと引き渡して任務完了。

消防局からの要請を受けて現場に到着した
水上バイク隊。手分けして要救助者を捜索。

「要救助者発見！」の声に緊張感がさらに
高まる。

要救助者のもとに急行し、「大丈夫です
か！」と声かけ。

宮崎市水上バイク隊の主な活動

通常時
○水上バイク隊独自での水難救助訓練
○宮崎市消防局救助隊との合同水難救助訓
練
○消防出初式等の消防団行事への参加
○市や消防団が主催する水難救助訓練への
参加
○一般団員で実施する舟艇訓練等への参加

災害時
○水上バイクが航行可能な沿岸（海岸から2
海里以内）や河川での水難事故での救助活
動
○河川等における行方不明者捜索
○台風や大雨などによる水害発生時の内水
面での救助活動

主な水難救助活動

○男性が船釣りを行っていたところ、宮崎
港から300ｍ沖の消波ブロックに船が衝突
し操舵不能状態に。消波ブロック上に避難
していた男性を確保して、水上バイクに乗
せて救助。その後、釣り船を水上バイクで曳
航。

○宮崎港内で浮いている男性を釣り人が発
見し通報。急行した水上バイク隊が男性を
確保し、水上バイクで駆けつけた消防局救
助隊と連携して収容し、岸壁まで搬送。

隊長のインタビューと訓練風景はここから!

1

2

3

4

5

6

尾崎隊長
台風14号災害時の活動

平成19年６月、他県に先駆けて発足し、今年結成10周年
を迎えた「宮崎市消防団水上バイク隊」。初動の早さと機
動力を武器に、水難事故や浸水被害が発生した際の救助
活動や行方不明者捜索などを行う市民の強い味方です。
全国からも注目を集める水上バイク隊の活動について、
尾崎正孝隊長に話を伺いました。

9月10日、宮崎港そばの海岸で行
われた水難救助訓練を取材。この
日の訓練には隊員9名が参加し、
熟練の技で自由自在に水上バイク
を操っていました。

宮崎市消防団水上バイク隊［特集2］

豪雨災害や水難事故で力を発揮

結成10周年
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ま
ず
は
、
水
上
バ
イ
ク
隊
が
発
足

し
た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

き
っ
か
け
は
、
平
成
17
年
に
発

生
し
た
台
風
14
号
に
よ
る
豪
雨
災

害
で
す
。
あ
の
と
き
は
、
宮
崎
市

小
松
地
区
一
帯
が
浸
水
し
た
の
で

す
が
、
救
助
活
動
を
行
う
の
に

ボ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い
だ

ろ
う
か
と
、
消
防
局
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

　

あ
い
に
く
ボ
ー
ト
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
水
上
バ
イ
ク
な
ら
す

ぐ
に
準
備
が
で
き
た
の
で
、
仲
間

達
と
４
台
で
現
地
に
向
か
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
手
分

け
し
て
、
家
に
取
り

残
さ
れ
た
住
民
な
ど

約
90
名
を
救
助
し
た

ん
で
す
。

　

そ
の
翌
年
に
、
水
上
バ
イ
ク
隊

を
作
っ
て
く
れ
な
い
か
と
の
要
請

が
あ
り
、
二
つ
返
事
で
引
き
受
け

ま
し
た
。

現
在
は
何
名
の
方
が
活
動
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
？

　

現
在
14
名
が
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
み
ん
な
水
上
バ
イ
ク
の
ベ
テ

ラ
ン
ば
か
り
な
の
で
、
か
な
り
の

腕
前
で
す
よ
。

　

毎
月
一
度
は
集
ま
っ
て
、
水
難

救
助
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

沿
岸
や
河
川
で
の
救
助
活
動
や

行
方
不
明
者
捜
索
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
「
サ
ー
フ
ァ
ー
が
流
さ
れ
て
い

る
」
と
の
通
報
を
受
け
て
、
宮
崎

市
消
防
局
救
助
隊
と
合
同
で
捜

索
・
救
助
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
に
衝
突
し
て

操
舵
不
能
に
な
っ
た
船
か
ら
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
上
に
避
難
し
て
い
た
男

性
を
救
助
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
５
年
間
で
、
16
回
、
延
べ

40
名
が
災
害
出
動
し
て
い
ま
す
。

水
上
バ
イ
ク
隊
な
ら
で
は
の
強
み

は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　

水
上
バ
イ
ク
は
、
ス
ロ
ー
プ
さ

え
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
下
ろ
す
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
膝
上
ま
で
水

深
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
行
け
ま

す
。そ
こ
が
何
よ
り
の
強
み
で
す
。

３
秒
あ
れ
ば
時
速
１
０
０
㎞
に
達

す
る
の
で
、
す
ぐ
に
現
場
へ
と
急

行
で
き
ま
す
し
ね
。

　

そ
れ
に
、
船
は
ひ
っ
く
り
返
っ

て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
に
も
な
り
ま

せ
ん
が
、
水
上
バ
イ
ク
の
場
合
、

ひ
っ
く
り
返
っ
て
も
起
こ
せ
ば
す

ぐ
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り
ま
す
。

最
近
の
水
上
バ
イ
ク
は
３
人
乗
り

で
安
定
感
も
あ
る
の
で
、
救
助
活

動
を
行
う
の
に
最
適
だ
と
思
い
ま

す
よ
。

水
上
バ
イ
ク
隊
の
み
な
さ
ん
が
い

る
こ
と
は
と
て
も
心
強
い
で
す

が
、
ま
ず
は
水
難
事
故
に
遭
わ
な

い
こ
と
が
大
事
。
そ
の
た
め
に
、

気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　

海
水
浴
で
も
釣
り
で
も
で
す

が
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用

し
て
い
れ
ば
安
心
で
す
ね
。
万
が

一
、溺
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、

何
も
せ
ず
に
じ
っ
と
浮
い
て
い
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
下
手
に
泳
ご

う
と
す
る
と
、
濡
れ
た
洋
服
な
ど

の
重
み
も
あ
っ
て
疲
れ
て
し
ま

い
、
沈
ん
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
ん
で
す
。

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

水
上
バ
イ
ク
隊
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
命
。
訓
練
を
重
ね
て
、
１
秒

で
も
早
く
要
救
助
者
の
も
と
に
駆

け
つ
け
て
、
１
人
で
も
多
く
の
人

命
救
助
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
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1

2

3

4

5

6
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台風14号災害時の活動

平成19年６月、他県に先駆けて発足し、今年結成10周年
を迎えた「宮崎市消防団水上バイク隊」。初動の早さと機
動力を武器に、水難事故や浸水被害が発生した際の救助
活動や行方不明者捜索などを行う市民の強い味方です。
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川南町消防団
第1分団第2部 部長

菊池 敬典さん

我ら、消防団員
今回は川南町消防団を紹介します！

地元の安心
・安全守り

たい！

DAN!! INFORMATION

川
南
町
消
防
団 

第
１
分
団 

第
２
部

漁
師
の
あ
ふ
れ
る
男
気
で

地
域
を
守
る
!!

日向灘に面する川南町では、従来から津波避難訓練

に力を入れています。平成29年度には4度の津波避

難訓練を計画。10月には夜間の避難訓練も実施しま

した。また、特に津波による被害が想定される漁港

周辺の通浜地区の防災力を高めるため、第1分団第2

部の中に「通浜方面隊」を設置しています。

海
マ
グ
ロ
延
縄
漁
業
や
ひ

き
縄
漁
業
に
よ
り
県
内
有

数
の
水
揚
げ
高
を
誇
る
川
南
漁
港

が
あ
る
通
浜
地
区
で
、
９
月
３
日

（
日
）
に
津
波
対
策
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

未
明
か
ら
早
朝
に
か
け
て
漁
に

出
か
け
る
漁
師
の
方
が
多
数
在
籍

す
る
第
２
部
。
漁
師
と
日
中
に
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
方
で
は
生
活
リ

ズ
ム
が
異
な
る
た
め
、
部
員
全
員

が
揃
わ
な
い
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
こ
の
日
も
、
一

部
の
部
員
は
台
風
の
影
響
に
よ
り

種
子
島
に
足
止
め
さ
れ
た
た
め
、

や
む
な
く
欠
席
と
な
り
ま
し
た
。

訓
練
に
は
消
防
団
員
の
ほ
か
、
組

合
長
を
は
じ
め
と
し
た
漁
協
の
役

職
員
や
、
通
浜
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

の
会
長
も
参
加
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
伴
う
津
波
の
発
生
を
想
定
し

て
、
漁
港
近
隣
の
住
民
を
海
抜
20

ｍ
の
高
台
ま
で
誘
導
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
に
は
高
齢
者
も
多
い

た
め
、
災
害
発
生
時
に
は
、
防
災

力
の
要
と
し
て
消
防
団
員
の
存
在

が
た
い
へ
ん
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

第
２
部
の
部
員
は
、
川
南
で
生

ま
れ
育
っ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
。「
部

に
は
幼
い
頃
か
ら
の
知
り
合
い
も

多
い
ん
で
す
よ
。

地
元
の
人
間
が
多

い
こ
と
が
強
み
に

な
っ
て
る
と
思
い

ま
す
。
訓
練
を
い

か
し
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
ば
っ
ち

り
で
す
」
と
部
長

の
菊
池
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

近

消防団協力事業所表示制度

　

９
月
30
日
（
土
）、
秋
田
市
に
お
い
て
、
第
23
回
全
国

女
性
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
宮
崎
市
消
防
団
女

性
分
団
か
ら
７
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
荒
天
で
、
途
中
、
雷
雨
に
よ

る
20
分
程
度
の
中
断
が
あ
り
ま
し
た
が
、
出
場
し
た
隊

員
は
、「
大
会
で
は
、
訓
練
と
同
様
の
操
法
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
目
標
タ

イ
ム
を
ク
リ
ア
す

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
方

の
協
力
が
あ
っ
て

１
年
以
上
の
長
期

間
の
訓
練
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
と

達
成
感
で
い
っ
ぱ

い
で
す
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

第
23
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

　延岡市内にある旭化成グループに

は、現在143名の消防団員が所属し、

県内でも最大級の消防団協力事業所と

なっています。

　協力事業所の認定を受けた平成20

年当時の団員数は80名でしたが、年々

増加。「将来的には200名超えを目指

します」と甲斐副団長。

　各工場では交替制の勤務が行われて

いるため、通常手薄になりがちな平日

昼間の時間帯も、非番の方を中心に積

極的に出動してくださるので、延岡市

消防団にとって、とても心強い存在で

す。

　社員の消防団加入だけでなく、今年

７月に行われた延岡市消防団第２支団

操法大会では、グループのキャンペー

ンモデル・大伴理奈さんが１日消防団

長を務めてくれました。操法要員を激

励していただいたほか、市内で女性消

防団員とともに団員募集のチラシを配

布し、多くの市民に入団を呼び掛けて

いただきました。「今後とも消防団活

動をはじめ、地域全体をもりあげるた

めに協力していきたい」と延岡支社総

務部の中村課長。

　一方、各工場では消防団員が主体と

なって、定期的に消火訓練などを実施。

事業所の自衛消防力向上に消防団員が

一役買っています。

　今年4月に入団した尾崎翔太さん

は、「近所の方の勧めもあって入団し

ました。最近、団活動も活発化してい

るので、自分も積極的に参加して地域

に貢献したいです。団活動では会社以

外の団員との交流もできるので自分の

成長にも役立っています」と抱負を

語ってくれました。

Topics

消防団協力事業所紹介

旭化成株式会社 延岡支社

企業と地域防災の要となる消防団員の存在

（延岡市）

平成20年に延岡市から消防
団協力事業所として認定さ
れています。

3

延岡市消防団
副団長

おお  とも り　  な

甲斐博之さん

「沿岸部」ならではの体制

我々と一緒に
地域のために
活動しま
しょう！

団員たちは津波を想定し、ライフジャケットを着用。

消防本部の指導のもと、消火栓の使用方法につい
ての講習も行われました。

「消防団協力事業所表示
制度」とは、事業所の消
防団活動への協力が社
会貢献として広く認め
られると同時に、事業所
の協力を通じて、地域防
災体制をより一層充実
することを目的とした
制度です。
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た
方
が
ほ
と
ん
ど
。「
部

に
は
幼
い
頃
か
ら
の
知
り
合
い
も

多
い
ん
で
す
よ
。

地
元
の
人
間
が
多

い
こ
と
が
強
み
に

な
っ
て
る
と
思
い

ま
す
。
訓
練
を
い

か
し
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
ば
っ
ち

り
で
す
」
と
部
長

の
菊
池
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

近

消防団協力事業所表示制度

　

９
月
30
日
（
土
）、
秋
田
市
に
お
い
て
、
第
23
回
全
国

女
性
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
宮
崎
市
消
防
団
女

性
分
団
か
ら
７
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
荒
天
で
、
途
中
、
雷
雨
に
よ

る
20
分
程
度
の
中
断
が
あ
り
ま
し
た
が
、
出
場
し
た
隊

員
は
、「
大
会
で
は
、
訓
練
と
同
様
の
操
法
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
目
標
タ

イ
ム
を
ク
リ
ア
す

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
方

の
協
力
が
あ
っ
て

１
年
以
上
の
長
期

間
の
訓
練
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
と

達
成
感
で
い
っ
ぱ

い
で
す
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

第
23
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

　延岡市内にある旭化成グループに

は、現在143名の消防団員が所属し、

県内でも最大級の消防団協力事業所と

なっています。

　協力事業所の認定を受けた平成20

年当時の団員数は80名でしたが、年々

増加。「将来的には200名超えを目指

します」と甲斐副団長。

　各工場では交替制の勤務が行われて

いるため、通常手薄になりがちな平日

昼間の時間帯も、非番の方を中心に積

極的に出動してくださるので、延岡市

消防団にとって、とても心強い存在で

す。

　社員の消防団加入だけでなく、今年

７月に行われた延岡市消防団第２支団

操法大会では、グループのキャンペー

ンモデル・大伴理奈さんが１日消防団

長を務めてくれました。操法要員を激

励していただいたほか、市内で女性消

防団員とともに団員募集のチラシを配

布し、多くの市民に入団を呼び掛けて

いただきました。「今後とも消防団活

動をはじめ、地域全体をもりあげるた

めに協力していきたい」と延岡支社総

務部の中村課長。

　一方、各工場では消防団員が主体と

なって、定期的に消火訓練などを実施。

事業所の自衛消防力向上に消防団員が

一役買っています。

　今年4月に入団した尾崎翔太さん

は、「近所の方の勧めもあって入団し

ました。最近、団活動も活発化してい

るので、自分も積極的に参加して地域

に貢献したいです。団活動では会社以

外の団員との交流もできるので自分の

成長にも役立っています」と抱負を

語ってくれました。

Topics

消防団協力事業所紹介

旭化成株式会社 延岡支社

企業と地域防災の要となる消防団員の存在

（延岡市）

平成20年に延岡市から消防
団協力事業所として認定さ
れています。

3

延岡市消防団
副団長

おお  とも り　  な

甲斐博之さん

「沿岸部」ならではの体制

我々と一緒に
地域のために
活動しま
しょう！

団員たちは津波を想定し、ライフジャケットを着用。

消防本部の指導のもと、消火栓の使用方法につい
ての講習も行われました。

「消防団協力事業所表示
制度」とは、事業所の消
防団活動への協力が社
会貢献として広く認め
られると同時に、事業所
の協力を通じて、地域防
災体制をより一層充実
することを目的とした
制度です。
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地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン!!」
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地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン!!」

総務省消防庁のホームページ
http://www.fdma.go.jp/

宮崎県防災・危機管理情報のホームページ
http://www.pref.miyazaki.lg.jp/kiki-kikikanri/
kurashi/bosai/bosai_kikikanri_joho.html

消防防災関連
情報！！

県では、消防庁の「平成28年度 女性や若者をはじめ
とした消防団加入促進支援事業」を活用して、女性や
若者をターゲットとした消防団加入促進のための映像
「消TUBE」を作成しています。
この映像は、県の情報を動画で発信する「宮崎県庁楠
並木ちゃんねる」や「You Tube」でもご覧いただけま
す。
現役消防団員も出演しますので、ぜひご覧ください。

「消TUBE」始動!!
女性編「マッチマンを起こせ！」

見てくれよ
な!

［特集1］消防ピンクの消防団訓練レポート第1弾!!

西米良村消防団
夏季訓練大会に潜入!!

消防団だより「DAN!!」は紙だけではない！ 
電子ブックはもちろん。 さらに読みやすくパワーアップ!!

過去のアーカイブも
WEB記事として閲覧可能です

検索消防DAN

紙＆電子版：消防団だより「
DAN!!」特集ページ

WEB記事へ!!

WEBやスマホでは縦スクロールの方が断然、読みやすい!

消防団だより「DAN!!」
特設サイトへ
スマホやタブレットはこちらから。

WEB版：消防団だより「DAN
!!」特集ページ

宮崎県には、14,688人（平成29年4月1日現在）
の消防団員が、それぞれの職業を持ちながら、
火災・地震・風水害から住民の生命と財産を守る
ためがんばっています。あなたも、消防団員と
して活動しませんか？詳しくは、お住まいの市
町村にお問い合わせください。

求ム、消防団員!

一人暮らしの高齢者宅を訪
問しての防火点検や子ども
を対象にした防災教室のほ
か、人工呼吸や応急手当の
普及指導など、細やかな視
点を活かしての防災啓発な
どを行っています。

女性の団員も増えています！
この5年間で

299名
平成25年

20％増!!20％増!!
消防団活動には
女性のチカラが欠かせません !

356名
平成29年




